
2012年(平成24年)3月7日

地下鉄８号線（豊洲～住吉間）延伸について

地下鉄８号線延伸促進シンポジウム
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東京メトロ東西線

都営新宿線

京成線

東武線

都営大江戸線

東京メトロ有楽町線

東京メトロ半蔵門線

JR常磐線

りんかい線

東京東部の主要鉄道路線

亀有

押上

住吉

豊洲

東陽町

TX

東京都東部から豊洲・臨海副都心へのアクセスには迂回が必要です。

JR京葉線

JR総武線
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地下鉄８号線延伸全体像と江東区の事業化検討区間

江東区検討区間

野田市まで
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地下鉄８号線延伸をとりまく出来事

■ 都市交通審議会答申第１５号（１９７２） 亀有までの区間が答申される。

■ 豊洲～亀有間免許申請（１９８２）

■ 新富町～新木場間開通（１９８８）

■ ３区１市
※
が地下鉄８・１１号線促進連絡協議会設置（１９８６）

住民決起大会、運輸大臣、営団総裁等への早期実現要請を2003年まで展開

■ 運輸政策審議会答申第７号（１９８５） 亀有以北、武蔵野線方面までの区間が答申される。

■ 運輸政策審議会答申第１８号（２０００） 野田市まで、2015年までに整備着手することが適当な路線

■ 運輸政策審議会答申第１９号（２０００） 上下分離による鉄道整備のあり方が提言される

■ ８・１１号線協議会首長確認（２００９） 第1段階を豊洲～住吉とする、他2点を確認

■：国 ■：営団（現東京メトロ） ■：沿線自治体

■ 都市鉄道等利便増進法施行（２００４） 上下分離を前提とする新たな鉄道整備補助スキーム

■ 営団民営化により東京メトロに（２００４） 副都心線を最後に新線整備を行わない方針

■ ８・１１号線協議会による整備に向けた調査・研究を開始（２００１～）

■ 営団民営化の時期が閣議決定（２００１）

１９７０

※江東区・墨田区・葛飾区・松戸市

（以下、「地下鉄８・１１号線促進連絡協議会」を「８・１１号線協議会」と略す）
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運輸政策審議会答申第18号
平成27年までに整備着手が望ましい

8・11号線協議会首長確認
3つの方向性

①第1段階を豊洲～住吉間とする

②都市鉄道等利便増進事業費補助の活用

③第3セクターによる整備の方向で検討

江東区

豊洲～住吉間整備計画案作成

豊洲～住吉間の高い整備効果を確認

８・１１号線協議会調査

段階整備による事業化可能性を見出す

江東区

事業化検討会開催

区の整備計画案の検証、課題の抽出

江東区

事業化研究会開催

課題の解決施策検討

８・１１号線協議会調査

亀有、松戸を含めた一体整備は困難

2000年（平成12年）

８・１１号線協議会（３区１市）による調査・検討

東京メトロ、国、都を交えた調査・検討

高

整
備
計
画
案

の
熟
度

近年の地下鉄８号線延伸に向けた検討状況

2003年（平成15年） 2007年（平成19年） 2009年（平成21年） 2010年（平成22年） 2011年（平成23年）
江東区

地下鉄８号線建設基金積立開始
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近年の地下鉄８号線延伸区間の変化

１９９８年

土地利用転換による大規模開発が進行中です。

工業系中心の土地利用がされていました。

開発が進行し、様々な施設が整備されます。

人口の変化

土地利用の変化

過去

現在

将来

２０１０年

豊洲・有明・東雲

新市場、総合病院、シビックセンター等

約４.３万人

約９.３万人

１９９８年

２００８年

約１.３万人

約３.７万人

マンション、オフィスビル、商業施設等の整備により、

日中・夜間共に人口が大きく増えています。

※ 昼間の人口はパーソントリップ調査における「ゾーン別時刻別滞留人口」の平均的数値を、夜間人口は住民基本台帳の値を用いています。

昼間人口 夜間人口

豊洲駅

豊洲駅
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１９９８年

２００８年

約２.２万人

約２.２万人

約３.８万人

約５.０万人

人口の変化

情報通信、金融・保険業等の事業所、

従業員数が増加し、昼間人口が大幅に伸びています。

土地利用の変化

近年の地下鉄８号線延伸区間の変化 東陽町

※ 昼間の人口はパーソントリップ調査における「ゾーン別時刻別滞留人口」の平均的数値を、夜間人口は住民基本台帳の値を用いています。

昼間人口 夜間人口

東陽町駅

江東区役所

商業・住宅は同程度の割合でした。

企業の本社機能が集積しています。

過去

近況

土地利用転換により大規模オフィスビルの

建設が進んでいます（明治生命安田ビル）
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・再開発によりマンション・商業複合施設が整備されました。

・昼間・夜間人口共に大きく伸びています

住吉駅周辺

錦糸町駅周辺

押上駅周辺

住宅の土地利用面積が増加し、夜間人口が伸びています。

・スカイツリー、商業施設の大規模開発が進行中です。

・来場者数は約3,000万人/年と見込まれています。

住吉～押上

１９９８年

２００８年

約３.９万人

約４.６万人

約１.７万人

約２.１万人

※ 昼間、夜間の人口はパーソントリップ調査における「ゾーン別時刻別滞留人口」の平均的数値を用いています。

昼間人口 夜間人口

近年の地下鉄８号線延伸区間の変化

押上駅

錦糸町駅

住吉駅
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整備により期待される効果

時間優先

料金優先

約20分(乗換2回)

約10分(乗換0回)

約40分(乗換1回)

住吉から豊洲への移動時間変化

東京東部における南北移動が便利に

現状

整備後

約25分(乗換0回)

鉄道

バス

広域的な速達効果

・ 東西線、京成線沿線など東京都東部、千葉県等から臨海副都心への通勤時間の短縮

・ 観光回遊性の向上。（例) スカイツリー ⇔ 臨海副都心、ＴＤＬ等

江東区内の南北移動が格段に便利になります。

地下鉄８号線

※ 整備後の所要時間は江東区平成22年度調査概要から抜粋※ 整備前の所要時間はNAVITIMEにおけるAM9:00豊洲着とした場合の時間
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整備により期待される効果

JR京葉線 （葛西臨海公園→新木場間）

東京メトロ東西線 （木場→門前仲町間）

整備なし

197% 203% 184%

185% 203% 193%

168% 155%

整備有り

都営新宿線 （住吉→菊川間）

将来（推計値）現状

緩和効果

19%

10%

13%

広げて楽に新聞が読める 折りたたむなどすれば

新聞が読める

体が触合い圧迫感があるが、

週刊誌程度であればなんとか読める

国の東京圏平均目標

150% 180% 200%

混雑率のイメージ

国の路線毎の目標

緩和効果の例

周辺路線の車内混雑緩和

（２００９年） （２０２０年）
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整備により期待される効果 鉄道交通不便地域の解消

 

800m

鉄道駅から

徒歩10分の目安

豊洲駅

東陽町駅

住吉駅

土地利用と居住人口の変化

・工業地等が減少し、住宅地が増加しています。

・居住人口が増加傾向にあります。

現状

鉄道駅へのアクセスは、

バス、自転車等に依存しています。

整備後

・鉄道駅までの移動時間が大幅に短縮されます。

・駅周辺の環境変化や拠点性の向上が期待できます。

１９９８年

２００８年

約２.２万人

約３.０万人

約１.４倍

※ 居住人口は住民基本台帳の値を用いています。

延伸区間に鉄道不便地域が存在しています。
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区調査における整備計画案概要

整備区間

総建設費

運行形態

駅施設

事業化検討のための整備計画案であり、整備は決定されたものではありません。

豊洲～住吉間 約5.2km

豊洲－（新駅）－東陽町－（新駅）－住吉

8～12本/時 住吉⇔都心方、又は住吉⇔豊洲

約900～1,200億円 (施設条件等により変動)

事業手法 都市鉄道等利便増進事業
＊
を想定

営業主体

列車の運行

整備主体

鉄道施設の

建設と保有

施
設
の
貸
付

施
設

使
用
料
の
支

払
い

輸送需要 約20万人/日

整備効果 費用便益比 5.3 (30年)

※ 掲載内容は平成19～22年度江東区調査結果からの抜粋です。＊
上下分離を前提とする鉄道整備補助スキーム
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ロンドンの地下鉄
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ニューヨークの地下鉄
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地下鉄・私鉄・ＪＲが相互乗り入れ

本格環状鉄道２本(山手線、大江戸線)

２３区駅数が５００超、時刻表あり、安全清潔

東京２３区の鉄道
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ご清聴ありがとうございました。
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